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国内学会発表 121
Onozato T, Wada H, Abe K, Nakamura Y, Singh YS, Sonoda T, Shitara J, Takano S,  Shiozawa T, Ogita M, Suwa S. Successful reperfusion with excimer laser 
coronary angioplasty and anticoagulant therapy for acute myocardial infarction with large amount of thrombus　Poster. 第31回⽇本⼼⾎管インターベンション治療学会・
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⽇

国内学会発表 133 宮﨑彩記⼦　第28回国際個別化医療学会学術集会　「腫瘍循環器学における各科連携の重要性」2023年10⽉9⽇　⼀ツ橋学術総合センター

国内学会発表 134 Yaginuma K, Werner J, Mohlis H, Werner Gerald S. ST上昇型急性⼼筋梗塞(STEMI)の総虚⾎時間短縮,予後改善のための取り組み. 第62回⽇本⼼⾎管インターベンション治療学会関
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⾼崎, 2023年5⽉20-21⽇

国内学会発表 199 岡本瑞穂, 稲葉悠, 藍智彦, 三井⽥孝. 　ミトコンドリア内Ca2＋過負荷によるコエンザイムQ10 増加メカニズムの解明.　第55回⽇本動脈硬化学会総会・学術集会, 宇都宮, 2023年7⽉8-9⽇

国内学会発表 200 武井理美, Yu Jie Lu, 遠⽮真理, 渡邉⼼, 三澤成毅, ⽥部陽⼦, 三井⽥孝, Mya San, Tin Htay Htay, 多⽥達哉, 切替照雄.　ミャンマーの医療施設で分離されたNew Delhi metallo-β-
lactamase(NDM)産⽣のKlebsiella pneumoniaeの分⼦疫学解析. 第34回⽇本臨床微⽣物学会総会・学術集会, 横浜、2023年2⽉3-5⽇ ○

国内学会発表 201 堀敦司, 三井⽥孝.  酸化LDLの作製とその性状分析. ⽇本脂質栄養学会第32回⼤会, 川越, 2023年9⽉8-9⽇

国内学会発表 202 市川由理, 三井⽥孝, 福島理⽂, 坂巻顕太郎.　超⾳波画像診断装置を⽤いたスポーツ選⼿の⾻格筋評価の可能性.　第33回⽇本臨床スポーツ医学会学術集会, 横浜 2023年11⽉11-12⽇

国内学会発表 203 伊藤聡美, 出居真由美, ⽥中君枝, ⾼橋秀克, ⼭⾕琴⼦, ⼀⾊美和, 堀内裕紀, 由利⿇⾐⼦, ⼭本剛正, 脇⽥満, 松⼭秀⼆郎, 三井⽥孝. 当院におけるアミラーゼ緊急異常値報告の統計学的
検討. 第70回⽇本臨床検査医学会学術集会, ⻑崎, 2023年11⽉16-19⽇

国内学会発表 204 杉原匡美, 三井⽥ 孝. ⼼筋梗塞における⾎液検査の検討. 第70回⽇本臨床検査医学会学術集会, ⻑崎, 2023年11⽉16-19⽇

国内学会発表 205 両⾓勇⼀, 半藤徹也, 鈴⽊菜⽉, 由利⿇⾐⼦, ⼟屋浩⼆, 脇⽥満, 堀内裕紀, 佐藤尚武, 安藤純, ⽥部陽⼦, 三井⽥孝.　⾃⼰免疫性肝炎治療経過中に出⾎傾向が出現し後天性⾎友病Aと
診断された1症例. 第70回⽇本臨床検査医学会学術集会, ⻑崎, 2023年11⽉16-19⽇

国内学会発表 206 ⾕⽥以誠、眞⽥貴⼈、三井 駿、⼭⼝隼司、鈴⽊ちぐれ、内⼭安男、 近接依存性標識法によるIn-resin CLEMの⾼感度化、第128回⽇本解剖学会総会・全国学術集会、仙台、2023年３⽉19
⽇



国内学会発表 207 鈴⽊ちぐれ、⼭⼝隼司、真⽥貴⼈、三井駿、⾓⽥宗⼀郎、⾕⽥以誠、内⼭安男、シナプス前終末におけるαシヌクレインが局在する構造体の3次元電⼦顕微鏡解析、第128回⽇本解剖学会総会・全
国学術集会、仙台、2023年３⽉18⽇

国内学会発表 208 ⼭⼝隼司、三井駿、鈴⽊ちぐれ、⾓⽥宗⼀郎、眞⽥貴⼈、⾕⽥以誠、内⼭安男、カテプシンD⽋損マウス神経細胞内に蓄積する異常リソソームを標的とした選択的オートファジーの解析、第128回⽇本
解剖学会総会・全国学術集会、仙台、2023年３⽉19⽇

国内学会発表 209 三井駿、⼭⼝隼司、鈴⽊ちぐれ、⾕⽥以誠、内⼭安男、神経セロイドリポフスチン症モデルマウス脳におけるグリア細胞のImmuno-in-resin CLEMによる超微形態像の解析、第128回⽇本解剖学会総
会・全国学術集会、仙台、2023年３⽉19⽇

国内学会発表 210
眞⽥貴⼈、⼭⼝隼司、古⽥陽⼦、⾓⽥宗⼀郎、内⼭安男、⾕⽥以誠、ビオチン化酵素(miniTurbo)をもちいたIn-resin CLEM2、第128回⽇本解剖学会総会・全国学術集会、仙台、2023年３
⽉20⽇

国内学会発表 211 笠原良太, α-シヌクレイン凝集に関与する脂質分⼦種および脂質代謝酵素の探索. 令和 5年度蚕⽷・昆⾍機能利⽤学術講演会, オンライン, 2023年3⽉6⽇

国内学会発表 212 笠原良太, パーキンソン病病因タンパク質α-Synuclein凝集化への脂肪滴の関与. 第46回⽇本分⼦⽣物学会年会, 神⼾, 2023年12⽉7⽇

国内学会発表 213 H Okazazki, Y Shi, M Sakimoto, Y Koyama, Z Wang, A Isizuka, Y Mezawa, K Kajino, A Katakura, T Yasukawa, A Orimo. Investigation of aberrant LEF1 expression 
in tumor-promoting cancer-associated fibroblasts.第82回⽇本癌学会学術総会, 横浜市, 203年9⽉22⽇

国内学会発表 214 熊 御云, 本村 瞳, 多森 翔⾺, 尾﨑 綾栞, 翁⻑ 朝太郎, 原 泰志, 佐藤 圭⼦, ⽥畑 耕治, 原⽥ 陽介, 佐々⽊和教, 鄭 允⽂, ⼤野 茂男, 秋本 和憲
CD58とALDH1A3の⾼発現はBasal-like型乳がん患者の予後不良に関与する  ⽇本薬学会第143年会 2023年3⽉26⽇

国内学会発表 215 尾崎 綾栞, 本村 瞳, 多森 翔⾺, 翁⻑ 朝太郎, ⻑島 佑夏, ⼩⿃ 真歩, 松⽥ 千佳, 松⽥ あかり, 望⽉ 菜々⼦, 佐藤 嗣道, 原 泰志, 佐藤 圭⼦, 宮城 洋平, ⻑嶋 洋治, 花輪 剛久, 原⽥ 
陽介, 熊 御云, 佐々⽊和教, ⼤野 茂男, 秋本 和憲 p62とALDH1A3遺伝⼦共⾼発現luminal B型乳癌は予後不良である ⽇本薬学会第143年会 2023年3⽉26⽇

国内学会発表 216 葛⻄ 隆広, 多森 翔⾺, 髙﨑 湧太, 佐々⽊和教, ⼤野 茂男, 秋本 和憲 PKCλは膵臓がん幹細胞の⾮対称分裂制御に関与する 
⽇本薬学会第143年会 2023年3⽉26⽇

国内学会発表 217 堀居 直希, 瀬古 ⼤暉, 中村 晃⼤, 藤巻 慎, 廣瀬 智威, 秋本 和憲, ⼤野 茂男, ⼩野 悠介 
⾮典型PKCが担う筋サテライト細胞の⽼化制御  第9回 ⽇本筋学会学術集会 2023年8⽉18⽇ 〜 8⽉19⽇

国内学会発表 218 前村祐希、尾崎綾栞、翁⻑朝太郎、⻑島佑夏、多森翔⾺、佐々⽊和教、⼤野茂男、秋本和憲 p62の⾼発現はLuminalB型乳がんALDH1A 3陽性がん幹細胞 におけるホルモン 療法抵抗性 と予
後不良に関連する 第67回⽇本薬学会関東⽀部⼤会　2023年9⽉16⽇

国内学会発表 219 葛⻄隆広、多森翔⾺、⾼崎湧太、佐々⽊和教、⼤野茂男、秋本和憲 がん幹細胞の⾮対称分裂を起点としたがん組織不均⼀性獲得機構の解明
第67回⽇本薬学会関東⽀部⼤会　2023年9⽉16⽇

国内学会発表 220 千脇諒亮、佐々⽊和教、⽔島⼤⼀、秋本和憲、⼤野茂男 ⼦宮頸がんにおいて核局在aPKCλが誘導する遺伝⼦群の同定
第67回⽇本薬学会関東⽀部⼤会　2023年9⽉16⽇

国内学会発表 221 葛⻄隆広, 多森翔⾺, ⾼崎湧太, 佐々⽊和教, ⼤野茂男, 秋本和憲
PKClambdaはALDH1陽性膵臓がん幹細胞の⾮対称分裂制御に関与する 第82回⽇本癌学会学術総会 2023年9⽉22⽇

国内学会発表 222 藤川 由美⼦、 今井 ⼤達、 ⼤野 茂男、 ⼭下 暁朗 　PI3 kinase 様タンパク質リン酸化酵素SMG1とDNA-PK による酸化ストレス依存的なNRF2 活性制
御機構の解析　第46回⽇本分⼦⽣物学会年会　2023年12⽉6⽇

区分 番号 講演者名, 講演タイトル, 学会名, 場所, 発表年⽉⽇等 国際共同

特別講演・
招待講演 1 Hattori N.  Speaker, Toward the Era of Biological Biomarkers for Parkinson's Disease, Parallel session: Parallel Session 1. Biomarkers in Movement Disorders, 4th 

International Conference of Korean Movement Disorder Society (ICKMDS), Dec 1 - 2 (spoke on Dec 1), 2023, Busan, Korea



特別講演・
招待講演 2 Hattori, Nobutaka.  Speaker 1:  Challenge of OFF- time,  A Symposium sponsored by Bial, "How are we really optimising Levodopa? - the role of the enzymatic 

inhibition", the International Congress of Parkinsonʼs Disease and Movement Disorders, Aug 28, 2023, (Conress ) Copenhagen, Denmark

特別講演・
招待講演 3 Hattori, Nobutaka.  Speaker, Keynote 3:  Importance of Biomarkers in Sinucleinopathies and Their Applications, “Precision Medicine in Parkinsonʼs Disease” 

Conference, 26-27 January 2023, Campus Belval in Luxembourg University, Luxembourg (Hattori's Lecture is on Jan.27)

特別講演・
招待講演 4 Hattori, Nobutaka. Speaker 1, Emerging Biomarkers of Parkinson Disease, Session: Movement Disorders, the Fourth International Taiwanese Congress of 

Neurology (4th ITCN), Apr. 14-16(Apr 15), 2023, Taiwan

特別講演・
招待講演 5 Hattori, Nobutaka. Speaker 2, The genetic landscape of Parkinson's disease, Session: Plenary Session, the Fourth International Taiwanese Congress of Neurology 

(4th ITCN), Apr. 14-16(Apr 15), 2023, Taiwan

特別講演・
招待講演 6 服部信孝．市⺠公開講座　講演2　ゲノム医療を活⽤した神経難病の進⾏阻⽌を⽬指して、第31回⽇本医学会総会2023東京、市⺠公開講座「ビッグデータが拓く難病医学の未来」、2023年4⽉

22⽇、ステーションコンファレンス東京402(第26会場）、東京

特別講演・
招待講演 7 服部信孝．[LS-23-1] パーキンソン病の全貌を明らかにする、ランチョンセミナー、第64回⽇本神経学会学術⼤会、幕張メッセ、2023年6⽉1⽇、千葉

特別講演・
招待講演 8 服部信孝．講演、360度から⾒たパーキンソン病を語る、⼭梨神経難病セミナー、古名屋ホテル、2023年1⽉31⽇、甲府

特別講演・
招待講演 9 服部信孝．特別シンポジウム、SS-1　脳神経内科と精神科そして薬理学の横断的研究の重要性、特別シンポジウム・将来のシームレスな神経科学の醸成をめざして、第53回⽇本神経精神薬理学会

年会、東京ドームホテル、2023年9⽉7（⽊）〜9⽇（⼟）（特別シンポジウムは9⽉8⽇）、東京

特別講演・
招待講演 10 服部信孝．教育講演、[セッションテーマ] シヌクレイノパチーに対する疾患修飾薬の現状と未来、第42回⽇本認知症学会学術集会、奈良県コンベンションセンター、2023年11⽉24⽇〜26⽇（服部

先⽣の講演は11⽉26⽇、奈良）

特別講演・
招待講演 11 服部信孝．会⻑講演、パーキンソン病の新規治療開発に挑む―バイオロジカルステージングの時代へ、第41回⽇本神経治療学会学術集会、グランドプリンスホテル新⾼輪 国際館 パミール、2023年11

⽉3⽇〜5⽇（会⻑講演は11⽉4⽇）、東京

特別講演・
招待講演 12 服部信孝． [1S07e-01] シンポジウム、疾患病態におけるミトコンドリア機能、パーキンソン病におけるミトコンドリア機能の関与、第96回⽇本⽣化学会⼤会、福岡国際会議場、2023年10⽉31⽇、

福岡

特別講演・
招待講演 13 ⻄⽥友哉、「膵β細胞におけるオートファジー」, 内分泌・代謝学共同利⽤・共同研究拠点セミナー、群⾺⼤学⽣体調節研究所、2023年5⽉24⽇

特別講演・
招待講演 14 Yokomizo T. New roles of bioactive lipids and unsaturated fatty acids in vivo. 11th International Singapore Lipid Symposium (iSLS), Singapore, 2023/3/21-23.

特別講演・
招待講演 15 Yokomizo T. The roles of polyunsaturated fatty acids in vivo revealed by analyzing polyunsaturated fatty acid-deficient mice. 63th ICBL, International 

Conference on the Bioscience of Lipids, Invited lecture, Palma de Mallorca, Spain, 2023/10/2-10/5.

特別講演・
招待講演 16 Yokomizo T. The roles of polyunsaturated fatty acids in vivo. 26th Bomun Synposium, Fukuoka, 2023/10/25-27.

特別講演・
招待講演 17 横溝岳彦. アレルギー疾患・免疫疾患における脂質メディエーターの役割. 第72回⽇本アレルギー学会学術⼤会　シンポジウム, 東京, 2023年10⽉22⽇

特別講演・
招待講演 18 横溝岳彦. ⾼度不飽和脂肪酸の新しい役割. 第96回⽇本⽣化学会 シンポジウム, 福岡, 2023年10⽉30⽇-11⽉2⽇

特別講演・
招待講演 19 ⼤洞将嗣. カルシウム流⼊を介した免疫調節機構とその異常による疾患. 第96回⽇本⽣化学会シンポジウム, 福岡, 2023年10⽉30⽇-11⽉2⽇



特別講演・
招待講演 20 横⽥睦美、⼩池正⼈,　TH-GFP iPS細胞を⽤いたドパミン神経細胞内ミトコンドリア・⼩胞体間接触の機能・形態学的解析,  第64回⽇本組織細胞化学会総会・学術集会,  エッサム神⽥ホール　東

京（ハイブリッド開催）,  2023年10⽉20⽇

特別講演・
招待講演 21 ⼤友康平, 透明化組織イメージング⽤DIYライトシート顕微鏡の開発とアプリケーション, 第 46 回⽇本分⼦⽣物学会年会, 神⼾, 2023年12⽉7⽇

特別講演・
招待講演 22 ⼤友康平, Novel volumetric fluorescence microscopy for high speed/throughput imaging, Retreat for Multidimensional Analysis of Memory Mechanisms, 御殿場, 

2023年8⽉8⽇

特別講演・
招待講演 23 Kohei Otomo, Multidimensional intravital imaging based on novel multi-photon microscopic technologies, 第 100 回⽇本⽣理学会⼤会, 京都, 2023年3⽉16⽇

特別講演・
招待講演 24 ⼤友康平, ⽣体内3D構造の縦断可視化に向けた蛍光顕微技術開発, 第 14 回 ｢光塾｣, 吹⽥, 2023年1⽉19⽇

特別講演・
招待講演 25 ⾦光 昌史, ピロリ菌のがんタンパク質CagAによるWnt/PCPコア分⼦VANGLの機能阻害を介した胃発がん促進機序, Wnt研究会, 神⼾, 2023年12⽉9⽇

特別講演・
招待講演 26 洲崎悦⽣, 3次元組織染⾊の⾼度な最適化に基づく全組織・全細胞解析. 第46回⽇本分⼦⽣物学会年会, 神⼾, 2023年12⽉7⽇

特別講演・
招待講演 27 洲崎悦⽣, ⽣命科学研究におけるライトシート顕微鏡利活⽤の最先端（オーガナイザー）, 第46回⽇本分⼦⽣物学会年会, 神⼾, 2023年12⽉6⽇

特別講演・
招待講演 28 洲﨑悦⽣, セルオミクスが実現する組織・臓器の空間コンテクスト解析, 第96会⽇本⽣化学会⼤会, 福岡, 2023年10⽉31⽇

特別講演・
招待講演 29 洲崎悦⽣, Cell-omics technology: dive into the three-dimensional cell cloud. Serendipity seminar, 東京, 2023年10⽉13⽇

特別講演・
招待講演 30  洲崎悦⽣, Development, applications, and social implementation of cell-omics technology, Tsukuba conference 2023, つくば市, 2023年9⽉27⽇

特別講演・
招待講演 31 洲崎悦⽣, 組織透明化技術による3次元病理学実現に向けた取り組み, 第21回⽇本デジタルパソロジー・AI研究会総会, 名古屋, 2023年8⽉25⽇

特別講演・
招待講演 32  洲崎悦⽣, 組織透明化技術による脳腫瘍診断・治療法の開拓, 第35回⽂京脳腫瘍研究会, 東京, 2023年7⽉3⽇

特別講演・
招待講演 33 洲崎悦⽣, セルオミクスによる⽣体の空間コンテクスト情報解析, 第55回⽇本結合組織学会学術⼤会, 岡⼭, 2023年6⽉24⽇

特別講演・
招待講演 34 洲崎悦⽣, 組織・臓器の3次元イメージングがもたらす医学と医療の⾰新, 第31回⽇本医学会総会2023東京, 東京, 2023年4⽉21⽇

特別講演・
招待講演 35 Hsiao Chieh-Lun. Glycoprotein Nonmetastatic Melanoma Protein B Regulates Lysosomal Integrity and Lifespan of Senescent Cells. 11th Academy of Aging and 

CArdiovascular-Diabetes Research, 2023.1.8, Tokyo, Japan. 2023 (Oral presentation)

特別講演・
招待講演 36 葛⻄隆敏、循環器疾患の不眠・睡眠障害とそれらのマネジメント〜オレキシン受容体拮抗薬の使いどころ〜、循環器内科医のための不眠症診療WEBセミナー、Web（東京）、2023/1/12

特別講演・
招待講演 37 相川 忠夫, 真鍋 治, 真鍋 徳⼦: PETによる分⼦イメージングを⼼⾎管病の診断と予後予測に⽣かす. 第33回⽇本⼼⾎管画像動態学会 シンポジウム2︓基礎⼼疾患と予後予測に迫る ⼼筋イメー

ジングの最前線 2023/1/13 岡⼭



特別講演・
招待講演 38 葛⻄隆敏、循環器疾患の不眠・睡眠障害とそれらのマネジメント〜オレキシン受容体拮抗薬の使いどころ〜、睡眠薬適正使⽤セミナーin桐⽣、Web（東京）、2023/1/15

特別講演・
招待講演 39 Minamino T.　⽼化の抑制は可能か︖　いのはな同窓会（東京⽀部）　2023年1⽉16⽇ 銀座アスターお茶の⽔賓館

特別講演・
招待講演 40 末永祐哉.⼼不全患者さんのよりよい未来のために〜カリウムの適正管理を考える〜. VIATRIS＆AstraZeneca Joint Symposium2023/01/16. ウェブ講演

特別講演・
招待講演 41 葛⻄隆敏、肥満症治療における睡眠時無呼吸について、肥満と⽣活習慣病を考える会〜ハイブリッド開催〜、東京、2023/1/19

特別講演・
招待講演 42 福⽥健太郎. 低侵襲治療に関して ⾜背からのEVT. 第29回東京中央循環器フォーラム, 東京, 2023/1/21．

特別講演・
招待講演 43 岩⽥　洋　スタチンとSPPARMα 、 包括的脂質コントロールで予後改善を⽬指す-炎症抑制作⽤への期待-　パルモディアKowa Web 講演会　web，2023/1/24

特別講演・
招待講演 44 ⼟井　信⼀郎　PCI後慢性期でのプラスグレルの有効性 〜Chaperon study〜　抗⾎栓療法 Up To Date　Web，2023/1/24

特別講演・
招待講演 45 Yohko Yoshida. The role of cellular senescence in the pathologies of cardiovascular-metabolic diseases. 熊本⼤学リエゾンラボ研究会／リーディングプログラム︓HIGO最先端研

究セミナー, 2023年1⽉25⽇, 熊本⼤学

特別講演・
招待講演 46 岩⽥　洋　包括的脂質コントロールで予後改善を⽬指す: LDL-C低下療法による炎症抑制効果とは　Kowa Web Conference　Web，2023/1/26

特別講演・
招待講演 47 Minamino T.  加齢関連循環器疾患の病態解明と細胞⽼化を標的とした新たな治療戦略　第32回⽇本循環薬理学会　特別講演I　2023年1⽉27⽇　⼤⽥区産業プラザPiO

特別講演・
招待講演 48 末永祐哉.⼼不全薬物治療の⾄適タイミング.ARNI Winter Camp〜⼼不全治療薬の早期導⼊〜.2023/01/27. ウェブ講演

特別講演・
招待講演 49 加藤隆⽣, Fabry Disease Webinar, 武⽥薬品, 2023年1⽉27⽇

特別講演・
招待講演 50 岩⽥　洋　スタチンとSPPARMα、包括的脂質コントロールと炎症抑制効果で予後改善を⽬指す　CKDにおける動脈硬化予防の最前線　ハイブリッド　2023/1/28

特別講演・
招待講演 51 岡﨑　真也　TAVI後PCI、知っておくべきA to Z　Ultra Conference　〜TAVI後PCI治療を考える〜Web，2023/2/2

特別講演・
招待講演 52 ⼟肥　智貴　不安定プラークガイド下治療の重要性を考える〜冠動脈イメージング評価と脂質低下療法の意義〜　第4回循環器Forum in YOKOHAMA　Web，2023/2/3

特別講演・
招待講演 53 横⼭美帆. Anytime, Anywhere Cardiac Rehabilitationへの挑戦. 第16回運動循環器病学研究会 2023年2⽉4⽇Web開催.

特別講演・
招待講演 54 岩⽥　洋　動脈硬化残余リスクにおける炎症の意義 : Residual inflammatory riskとは　第23回動脈硬化教育フォーラム　東京，2023/2/5

特別講演・
招待講演 55 Minamino T.　⽼化の抑制は可能か︖　宮⽥ 満のバイオ・アメイジング　2023年2⽉6⽇　Web



特別講演・
招待講演 56 加藤隆⽣, 循環器遺伝疾患Webセミナー, Amicus, 2023年2⽉6⽇

特別講演・
招待講演 57 岩⽥　洋　変⾰期を迎えた2型糖尿病治療︓⼼⾎管イベントを⾒据えた選択とは　DiaMond Seminar in四国 〜循環器領域でのDPP4阻害剤を再考する〜　Web，2023/2/7

特別講演・
招待講演 58 Minamino T.　⽼化から⾒た⽣活習慣病の治療⽅策　第10回埼⽟県⻄部糖尿病・脂質研究会　2023年2⽉7⽇ 川越プリンスホテル

特別講演・
招待講演 59 Minamino T.　開会の辞　第5回循環器疾患連携Webセミナー　2023年2⽉9⽇　御茶ノ⽔ソラシティカンファレンスセンター

特別講演・
招待講演 60 ⽥淵晴名.　 銚⼦循環器ネットワーク講演会　ARNIを必要とする循環器疾患,　⾼⾎圧患者, 銚⼦Web開催,　2023/2/9.

特別講演・
招待講演 61 葛⻄隆敏、⼼房細動患者のケアにおける睡眠時無呼吸の重要性、イグザレルトWEBカンファレンス What's the hot topic in CVD? -アブレーションの最新事情/循環器医師が⾒た睡眠時無呼吸-、

2023/2/9

特別講演・
招待講演 62 上⽊　裕介　⽇常循環器診療に潜む肺⾼⾎圧症, 三国峠PAHカンファレンス,　2023/2/10

特別講演・
招待講演 63 岩⽥　洋　予後改善を⽬指す糖尿病治療の新戦略〜循環器内科医の視点から考察すCardiology GLP-1RA Update Seminar　Web，2023/2/13

特別講演・
招待講演 64 葛⻄隆敏、⼼房細動患者のリスク管理〜睡眠時無呼吸と⾼⾎圧〜、抗⾎栓トータルケアシアター、Web（東京）、2023/2/14

特別講演・
招待講演 65 岩⽥　洋　スタチンとSPPARMα、包括的脂質コントロールで予後改善を⽬指す ｰ炎症抑制作⽤への期待ｰ　第2回Young Cardiologist Meeting　Web，2023/2/15

特別講演・
招待講演 66 岩⽥　洋　糖尿病性腎症のリスクにどう向き合うか︓循環器内科の⽴場から」DKD Session　Heart Disease Total Management Seminar　Web，2023/2/16

特別講演・
招待講演 67 Minamino T.　⽼化からみた⽣活習慣病の治療を考える　第7回上総脳卒中・⽣活習慣病研究会　2023年2⽉16⽇ 五井グランドホテル

特別講演・
招待講演 68 葛⻄隆敏、循環器疾患の不眠・睡眠障害とそれらのマネジメント〜オレキシン受容体拮抗薬の使いどころ〜、循環器内科医のための不眠症治療WEBセミナー、Web（東京）、2023/2/16

特別講演・
招待講演 69 Minamino T.　 抗⽼化治療検証のための⽼化指標の確⽴　⽇本抗加齢医学会　ミーティング　2023年2⽉20⽇　東京

特別講演・
招待講演 70 葛⻄隆敏、循環器疾患患者の睡眠と睡眠障害、循環器疾患と不眠を考える会、Web（東京）、2023/2/20

特別講演・
招待講演 71 Minamino T.　加齢に伴う⽼化細胞蓄積メカニズムとその病的⽼化形質に対する関与の解明　⾰新的先端研究開発⽀援事業領域会議　2023年2⽉20⽇　フクラシア⼋重洲

特別講演・
招待講演 72 岩⽥　洋　スタチンと SPPARMα、包括的脂質コントロールで予後改善を⽬指すｰ炎症抑制作⽤への期待ｰ　Kowa Web カンファレンス　web，2023/2/21

特別講演・
招待講演 73 ⼟肥　智貴　不安定プラークガイド下PCIの可能性を考える〜イメージングを駆使した診断と脂質低下療法の意義〜　PCI-Round Table Seminar　Web，2023/2/21



特別講演・
招待講演 74 葛⻄隆敏、どう捉える、その⼼房細動!〜睡眠時無呼吸症候群エキスパートの視点〜、⽇本不整脈⼼電学会 ランチョンセミナー4、仙台、2023/2/24

特別講演・
招待講演 75 Minamino T.  ⽼化の観点から⽣活習慣病を考える　第267回⽇本循環器学会 関東甲信越地⽅会ランチョンセミナー5　2023年2⽉25⽇ ステーションカンファレンス東京

特別講演・
招待講演 76 岩⽥　洋　糖尿病性腎症のリスクにどう向き合うか︓循環器内科の⽴場から　CVDを再考する〜⼼不全と糖尿病性腎症〜　Web，2023/2/27

特別講演・
招待講演 77 宮﨑　忠史　「循環器診療における貧⾎」　⾼齢者医療を考えるWEB学術講演会.  2023/02/27

特別講演・
招待講演 78 岩⽥　洋　糖尿病性腎症のリスクにどう向き合うか︓循環器内科の⽴場から　webカンファレンス　Web，2023/2/28

特別講演・
招待講演 79 葛⻄隆敏、⼼房細動患者さんのリスク管理〜睡眠時無呼吸から⾒た循環器疾患〜、循環器疾患治療を考える会、Web（東京）、2023/2/28

特別講演・
招待講演 80 加藤隆⽣, Sumitomo Pharma 循環器ファブリー病フォーラム, 住友ファーマ, 2023年2⽉28⽇

特別講演・
招待講演 81 葛⻄隆敏、循環器疾患の不眠・睡眠障害とそれらのマネジメント〜オレキシン受容体拮抗薬の使いどころ〜、内科医のための不眠症診療Webセミナー、Web（東京）、2023/3/2

特別講演・
招待講演 82 横⼭美帆. J-CARRY study　⽇本循環器連合up-to-dateセミナー「⽇本⼼臓リハビリテーション学会」⼼臓リハビリテーションのエビデンス創出とその社会実装に向けて　第87回⽇本循環器学会学術

集会　福岡　2023/3

特別講演・
招待講演 83 岩⽥　洋　⾮肥満症例における2型糖尿病治療︓⼼⾎管イベントを⾒据えた選択　Web，2023/3/6

特別講演・
招待講演 84 加藤隆⽣, DiaMond Live Seminar, 住友ファーマ, 2023年3⽉6⽇

特別講演・
招待講演 85 葛⻄隆敏、SASと⾼⾎圧の治療戦略、⾜⽴区医師会呼吸器研究会、Web（東京）、2023/3/7

特別講演・
招待講演 86 磯⽥菊⽣.  炎症と⼼⾎管疾患,　東京,　2023/3/10.

特別講演・
招待講演 87 Yohko Yoshida, Ippei Shimizu, Tohru Minamino. Choline-derived metabolite as a novel therapeutic target for heart failure. 第87回⽇本循環器学会学術集会, ISHR 

U45ジョイントシンポジウム;Rising star session(U45 ISHR企画), 2023年3⽉10-12⽇,福岡

特別講演・
招待講演 88 降旗⾼明, ⾼⽥真吾, 絹川真太郎. Energy Metabolism in Skeletal Muscle Abnormalities with Heart Failure. 第87回⽇本循環器学会学術集会, Symposium 14 【Skeletal 

muscle abnormalities and cardiac rehabilitation in heart failure】, 2023年3⽉10-12⽇,福岡

特別講演・
招待講演 89 末永祐哉．時間軸を意識したトルバプタン点滴静注のポジショニング．Luncheon Seminar 22. 第87回⽇本循環器学会学術集会 2023/3/10-12 福岡

特別講演・
招待講演 90 末永祐哉．Epidemiology and Mechanisms of Anemia in Heart Failure: What Do We Need to Know? モーニングレクチャー2．第87回⽇本循環器学会学術集会 2023/3/10-12 

福岡

特別講演・
招待講演 91  末永祐哉．会⻑特別企画6,今こそ⼼サルコイドーシス再考．総括．第87回⽇本循環器学会学術集会 2023/3/10-12 福岡



特別講演・
招待講演 92 末永祐哉. 時間軸を意識したトルバプタン点滴静注のポジショニング. 第87回⽇本循環器学会共催セミナー. 2023/03/10. マリンメッセ福岡

特別講演・
招待講演 93 Goro Katsuumi, Tohru Minamino. Cellular Senescence of Vascular Cells as a Therapeutic Target in Cardio-Metabolic Diseases. 第87回⽇本循環器学会学術集会, 福岡, 

2023.3.11-13

特別講演・
招待講演 94 Minamino T. Seno-therapeutics as a novel therapeutic strategy for vascular aging. 87th ANNUAL SCIENTIFIC MEETING OF THE JAPANESE CIRCULATION SOCIETY 

 Plenary 8:Phenotypes of vascular aging and non-vascular aging: Their experimental and clinical findings 2023/3/11 Fukuoka

特別講演・
招待講演 95 Minamino T.　 ⽼化細胞を標的とした抗⽼化治療の開発　第100回⽇本⽣理学会⼤会シンポジウム　細胞⽼化︓臓器の恒常性と寿命における役割　2023年3⽉15⽇　国⽴京都国際会館

特別講演・
招待講演 96 《座⻑》葛⻄隆敏、⾼⾎圧と睡眠呼吸障害〜循環器領域における睡眠呼吸障害の診断・治療に関するガイドライン(2023年改訂版)を踏まえて、第87回⽇本循環器学会学術集会 ランチョンセミナー

52、福岡、2023/3/12

特別講演・
招待講演 97 《座⻑》葛⻄隆敏、Cardiology and sleep apnea, regarding the aspects of the autonomic nervous system、Floras先⽣来⽇特別講演 in 順天堂、東京、2023/3/13

特別講演・
招待講演 98 葛⻄隆敏、SASと⾼⾎圧の治療戦略、⾜⽴区医師会呼吸器研究会、Web（東京）、2023/3/13

特別講演・
招待講演 99 葛⻄隆敏、⽇常診療における症状と診断ポイント〜慢性⼼不全、「息切れ」を考える、東京、2023/3/14

特別講演・
招待講演 100 葛⻄隆敏、睡眠時無呼吸を合併する2型糖尿病患者の治療について、Kowa Web Conference、Web（東京）、2023/3/15

特別講演・
招待講演 101 葛⻄隆敏、睡眠時無呼吸症候群から考える循環器疾患〜⼼房細動と⼼不全〜、ベリキューボ イグザレルトWEBカンファレンス What's the hot topic in CVD?、Web（東京）、2023/3/16

特別講演・
招待講演 102 葛⻄隆敏、循環器疾患の不眠・睡眠障害とそれらのマネジメント〜オレキシン受容体拮抗薬の使いどころ〜、循環器内科医のための不眠症診断WEBセミナー、Web（東京）、2023/3/16

特別講演・
招待講演 103 Minamino T.　⽼化から⼼不全や糖尿病の治療⽅策を考える　DUAL Seminar in Aichi　2023年3⽉17⽇　Web

特別講演・
招待講演 104 ⽥淵晴名.　 当院における不整脈、⼼不全診療の現況とここ⼀年の変化,　東京Web開催,　2023/3/20.

特別講演・
招待講演 105 磯⽥菊⽣.　Kowa Web Conference,　東京,　2023/3/23.

特別講演・
招待講演 106 横⼭美帆. ⼼臓リハビリテーションの現状と課題〜合併症・疼痛コントロールを含めて〜 ⼼臓リハビリテーション連携webカンファレンス 2023年3⽉23⽇Web

特別講演・
招待講演 107 葛⻄隆敏、⼼不全における睡眠時無呼吸と貧⾎〜治療ターゲットとなりうるか︖〜、第184回仙台⼼臓⾎管研究会、Web（東京）、2023/3/22

特別講演・
招待講演 108 岩⽥　洋　『予後改善を⽬指す糖尿病治療の新戦略〜循環器内科医の視点から考察する〜　経⼝GLP-1 Update Seminar  ⼤宮，2023/3/24

特別講演・
招待講演 109 葛⻄隆敏、睡眠時無呼吸から⾒た循環器疾患〜⾼⾎圧治療におけるMRブロッカーの可能性〜、循環器トータルケアセミナー in 清瀬、Web（東京）、2023/3/24



特別講演・
招待講演 110 Minamino T.　⽼化の観点から⽣活習慣病を考える　Diabetes Blooming Seminar in Osaka　2023年3⽉24⽇　Web

特別講演・
招待講演 111 岩⽥　洋　新たな時代を迎えた⼼不全治療︓エビデンスをベッドサイドでどう⽣かすか　ベリキューボWeb Seminar-⼼不全のさらなる予後改善のために-　Web，2023/3/28

特別講演・
招待講演 112 加藤隆⽣, ベリキューボ錠Web conference, バイエル薬品, 2023年3⽉29⽇

特別講演・
招待講演 113 磯⽥菊⽣.　練⾺⼼不全医療連携セミナー,　東京,　2023/3/30.

特別講演・
招待講演 114 ⽥淵晴名.　当院における⼼不全診療について-⾮薬物治療を中⼼に、エプレレノン使⽤経験を含め-. 　練⾺⼼不全医療連携セミナー,　東京Web開催,  2023/3/30.

特別講演・
招待講演 115 横⼭美帆. ⾕本道哉. 美味しく楽しくエクササイズ 健康寿命を延ばすその秘訣とは︖ 第31回⽇本医学会総会 東京　2023/4 東京

特別講演・
招待講演 116 末永祐哉.⼼不全専⾨医が考えるSGLT2阻害薬のこれまでとこれから. 循環器疾患治療Up to Date Seminar. 2023/04/10. 静岡ウェブ講演

特別講演・
招待講演 117 ⼟肥　智貴　冠動脈疾患におけるプラーク評価と脂質管理の重要性〜スタチン＋αから中性脂肪管理の意義まで考える〜　Kowa web Conference　Web，2023/4/14

特別講演・
招待講演 118 加藤隆⽣, Cardio Renal Online Symposium, アストラゼネカ, 2023年4⽉14⽇

特別講演・
招待講演 119 葛⻄隆敏、循環器疾患の不眠・睡眠障害とそれらのマネジメント〜オレキシン受容体拮抗薬の使いどころ〜、第8回⽇本⾎管⼼不全学会・学術講演会 ランチョンセミナー2、東京、2023/4/16

特別講演・
招待講演 120 末永祐哉.予後改善を⽬指した⼼不全治療におけるカリウム管理. CHF Medical Strategy Seminar 〜⼼不全治療のカリウム管理を考える〜. 2023/04/19. ⼭形ウェブ講演

特別講演・
招待講演 121 葛⻄隆敏、循環器内科医にとってツイミーグは必要か︖〜臨床経験から検討する〜、ツイミーグ講演会 DUAL Seminar -From the field of Cardiology-、Web（東京）、2023/4/20

特別講演・
招待講演 122 《座⻑》葛⻄隆敏、Cardiology Nephrologyセミナー、Web（東京）、2023/4/21

特別講演・
招待講演 123 加藤隆⽣, Cardio Nephrologyセミナー, MSD, 2023年4⽉21⽇

特別講演・
招待講演 124 ⼟肥　智貴　不安定プラークガイド下治療の重要性を考える〜冠動脈イメージング評価と脂質低下療法の意義〜　CV Conference in Niigata　〜PCI治療のOptimal Medical Therapyを考える

〜　web，2023/4/21

特別講演・
招待講演 125 Minamino T. ⾎管⽼化を防ぐには︖　第31回⽇本医学会総会　マルキューブ︓オープンセミナー　2023年4⽉21⽇　丸ビル

特別講演・
招待講演 126 Minamino T. ⼼⾎管⽼化を防ぐには︖　第31回⽇本医学会総会　「抗⽼化と⽣活習慣病の未来を語る」　2023年4⽉22⽇　ステーションコンファレンス東京

特別講演・
招待講演 127 葛⻄隆敏、循環器疾患の不眠・睡眠障害とそれらのマネジメント〜オレキシン受容体拮抗薬の使いどころ〜、不眠症治療WEBセミナー in 那須烏⼭、Web（名古屋）、2023/4/25



特別講演・
招待講演 128 磯⽥菊⽣.　循環器内科医からみた糖尿病診療,　東京,　2023/4/26.

特別講演・
招待講演 129 磯⽥菊⽣.　⼼⾎管疾患の原因としての慢性炎症,　東京,　2023/4/27.

特別講演・
招待講演 130 末永祐哉. 急性⼼不全の新たなうっ⾎治療戦略. 浜松 ⼼不全カンファレンス. 2023/04/28. ウェブ講演

特別講演・
招待講演 131 Minamino T.　Seno-therapeuticsの展望　2023年度東⼤医科研⼤学院セミナー【⽼化研究の新展開と応⽤】　2023年5⽉8⽇　Web

特別講演・
招待講演 132 Minamino T. ⽼化細胞を標的とした抗⽼化治療の開発　2023年度第1回⽇本抗加齢医学会 WEBメディアセミナー　2023年5⽉11⽇

特別講演・
招待講演 133 磯⽥菊⽣.  ⼼不全におけるSGLT2阻害薬　その意義と使い⽅を考える,　東京,　2023/5/11.

特別講演・
招待講演 134 葛⻄隆敏、睡眠時無呼吸から⾒た循環器疾患〜⾼⾎圧治療におけるMRブロッカーの可能性〜、アルドステロン関連⾼⾎圧症を考える会、Web（東京）、2023/5/12

特別講演・
招待講演 135 藤本 雄⼤、末永 祐哉、前⽥ ⼤智、堂垂 ⼤志、 砂⼭ 勉、磯 隆史、中村 優、真 優スレーシュワル、⾚間 友⾹、吉岡 賢⼆、北井 豪、成瀬 代⼠久、⾕⼝ 達典、⽥中 秀和、奥村 貴裕、⾺場 裕

⼀、鍋⽥ 健、南野 徹．⼼臓サルコイドーシス診断時における⼼房 細動合併の予後との関連．第9回⽇本⼼筋症研究会．2023/5/13 ⼤阪

特別講演・
招待講演 136 礒 隆史、前⽥ ⼤智、末永 祐哉、堂垂 ⼤志、砂⼭ 勉、鍋⽥ 健、⾺場 裕⼀、北井 豪、成瀬 代⼠久、⾕⼝ 達典、⽥中 秀和、奥村 貴裕、吉岡 賢治、南野 徹．⼼臓サルコイドーシスの特徴と致

死性不整 脈リスクの性差について．第9回⽇本⼼筋症研究会．2023/5/13 ⼤阪.

特別講演・
招待講演 137 前⽥ ⼤智、末永 祐哉、堂垂 ⼤志、砂⼭ 勉、礒 隆史、中村 優、藤本 雄⼤、真 優スレーシュワル、⾚間 友⾹、吉岡 賢⼆、北井 豪、成瀬 代⼠久、⾕⼝ 達典、⽥中 秀和、奥村 貴裕、⾺場 裕

⼀、鍋⽥ 健、南野 徹．⼼臓限局性サルコイドーシス患者の臨床的 特徴および予後に関する検討．第9回⽇本⼼筋症研究会．2023/5/13 ⼤阪.

特別講演・
招待講演 138 礒　隆史　「⼼臓サルコイドーシスの特徴と致死性不整脈リスクの性差について︓ILLUMINATE-CSサブ解析」　第9回 ⽇本⼼筋症研究会 2023/05/13

特別講演・
招待講演 139 佐野友紀, 加藤隆⽣. シャペロン療法中の左室閉塞機転を有するFabry病患者の病状評価, 第9回⽇本⼼筋症研究会, 2023年5⽉13⽇, 千⾥ライフセンター, ⼤阪

特別講演・
招待講演 140 ⼟井　信⼀郎　MitraClip™で広がる⼼不全治療戦略　MitraClip™症例報告研究会Web，2023/5/16

特別講演・
招待講演 141 ⼟肥　智貴　不安定プラークガイド下治療の重要性を考える〜冠動脈イメージング評価と脂質低下療法の意義〜　冠動脈疾患のOMTを考える　Web，2023/5/18

特別講演・
招待講演 142 岩⽥　洋　糖尿病腎症とどう向き合うか︓循環器内科の⽴場から　RKYU 20230522(XAR＆KRD)⼼腎連関症候群を考える会　宮崎，2023/5/22

特別講演・
招待講演 143 宮﨑　忠史　「循環器診療にみる”息切れ”」　⾼齢者医療を考えるWEB学術講演会.  2023/05/22

特別講演・
招待講演 144 加藤隆⽣, Heart Failure Expert Seminar, アストラゼネカ 2023年5⽉23⽇

特別講演・
招待講演 145 加藤隆⽣, Road to cardiologist, アストラゼネカ, 2023年5⽉25⽇



特別講演・
招待講演 146 Minamino T.　⽼化から⼼不全や糖尿病の治療⽅策を考える　DUAL Seminar in Mie　2023年5⽉26⽇　Web

特別講演・
招待講演 147 ⼟肥　智貴　不安定プラークガイド下治療の重要性を考える〜冠動脈イメージング評価と脂質低下療法の意義〜　Interventionalist Expert Seminar in Okinawa　沖縄，2023/5/23

特別講演・
招待講演 148 末永祐哉. リアルワールドの急性期管理の現状と時間軸治療. 第4回AHF Expert Meeting. 2023/05/27. ウェブ講演

特別講演・
招待講演 149 岩⽥　洋　予後改善を⽬指す糖尿病治療の新戦略〜循環器内科医の視点から考察する〜　動脈硬化×糖尿病Webセミナー　Web，2023/6/1

特別講演・
招待講演 150 Minamino T.　 ⽼化制御は可能か︖　名古屋⼤学⼤学院医学系研究科 Distinctive Educational Program 2023　2023年6⽉1⽇　名古屋⼤学

特別講演・
招待講演 151 葛⻄隆敏、⾼⾎圧の最新治療戦略〜How to use ARNI〜、ARNI Hypertension Seminar、Web（越⾕）、2023/6/2

特別講演・
招待講演 152 加藤隆⽣, Fabry Disease Meeting for Cardiologists, サノフィ, 2023年6⽉3⽇

特別講演・
招待講演 153 Minamino T. ⽼化細胞を標的とした新たな抗⽼化治療戦略　第122回⽇本⽪膚科学会総会 教育講演 63　2023年6⽉4⽇　横浜パシフィコ

特別講演・
招待講演 154 葛⻄隆敏、How to use ARNI〜2023年版 循環器領域における睡眠時無呼吸障害の判断・治療に関するガイドラインを踏まえて〜、⾼⾎圧×SAS×ARNI ⼼不全×SAS×ARNI、Web（東

京）、2023/6/5

特別講演・
招待講演 155 葛⻄隆敏、循環器疾患の不眠・睡眠障害とそれらのマネジメント〜オレキシン受容体拮抗薬の使いどころ〜、⼋王⼦市医師会学術講演会、ハイブリッド開催（東京）、2023/6/7

特別講演・
招待講演 156 宮﨑　忠史　「フォシーガの投与タイミング わたしはこう考える」　Forxiga Heart Failure Seminar.　2023/06/07 Web.

特別講演・
招待講演 157 岩⽥　洋　脂質・⾎管炎症をターゲットにした抗動脈硬化治療戦略　第2回 若⼿脂質・動脈硬化講演会　Web，2023/6/8

特別講演・
招待講演 158 葛⻄隆敏、新たな”循環器領域における睡眠呼吸障害の診断・治療に関するガイドライン”を読み解く、第7回循環器SAS研究会学術Web講演会プログラム、Web（東京）、2023/6/10

特別講演・
招待講演 159 ⼟肥 智貴　VulnerablePlaqueへの挑戦~PCSK9阻害薬をどう使う〜　PCSK9PremiumForum2023　東京，2023/6/11

特別講演・
招待講演 160 末永祐哉.予後改善を⽬指した⼼不全治療におけるカリウム管理. Heart Failure Meeting. 2023/06/12. 愛知ウェブ講演

特別講演・
招待講演 161 葛⻄隆敏、解説︕「循環器領域における睡眠時無呼吸の診断・治療に関するガイドライン」〜⼼房細動とMR関連⾼⾎圧の治療⽅策を中⼼に〜、⾝に付けたい︕睡眠医療の新常識－The dawn of 

a New Era－、Web（東京）、2023/6/12

特別講演・
招待講演 162 葛⻄隆敏、睡眠時無呼吸を合併する2型糖尿病患者の治療について、Kowa Web Conference、Web（東京）、2023/6/13

特別講演・
招待講演 163 磯⽥菊⽣.  ⾎栓症治療とがん治療の両⽴,　東京,　2023/6/15



特別講演・
招待講演 164 福⽥健太郎. フットケアの本当の価値を訪問診療が教えてくれた. 循環器連携Web seminar, Web開催, 2023/6/15.

特別講演・
招待講演 165 Minamino T. Targeting senescent cells for the treatment of age-associated disease. International Association of Gerontology and Geriatrics 2023/6/14 Yokohama

特別講演・
招待講演 166 Minamino T. Seno-antigen/Seno-anergy as a novel target for senotherapeutics. A Wiggers-Bernard Conference̶Senescence in vivo 2023/6/15 Vienna

特別講演・
招待講演 167 葛⻄隆敏、睡眠時無呼吸を合併する2型糖尿病患者の治療について、Kowa Web Conference、Web（東京）、2023/6/16

特別講演・
招待講演 168 末永祐哉.予後改善を⽬指した⼼不全治療におけるカリウム管理. STOP︕⼼⾎管死Seminar. 2023/06/15. 福島ウェブ講演

特別講演・
招待講演 169 古内 亮、 加藤理史、 前島⼤輔、 清⽔逸平、南野 徹、褐⾊脂肪を活性化するボイセンベリーポリフェノールの研究開発、第46 回⽇本基礎⽼化学会⼤会　企業シンポジウム【企業が⽬指す⽼化制御

の挑戦】、横浜、2023年6⽉17⽇

特別講演・
招待講演 170 吉⽥陽⼦, 清⽔逸平, 南野徹. 加齢性疾患における腸内細菌由来代謝物質の意義. 第46回⽇本基礎⽼化学会⼤会, シンポジウム 6【腸内細菌と健康寿命】, 2023年6⽉16-18⽇, 横浜

特別講演・
招待講演 171 Minamino T. ⽼化制御は可能か︖　第46回 ⽇本基礎⽼化学会⼤会 ランチョンセミナー　2023年6⽉18⽇　横浜 パシフィコ横浜ノース

特別講演・
招待講演 172 葛⻄隆敏、SASと逆流性⾷道炎治療、循環器GI Web Seminar、Web（東京）、2026/6/20

特別講演・
招待講演 173 ⽥淵晴名.　銚⼦ARNI⾼⾎圧Webシンポジウム　　ステージAからの⾼⾎圧治療〜併存疾患を⾒据えて〜,　銚⼦/Web開催,　2023/6/20.

特別講演・
招待講演 174 磯⽥菊⽣.  循環器領域で威⼒を発揮する糖尿病治療薬,　東京,　2023/6/22.

特別講演・
招待講演 175 Minamino T.　 ⽼化から⽣活習慣病の治療⽅策を考える　磐梯循環器カンファレンス　2023年6⽉22⽇　福島

特別講演・
招待講演 176 葛⻄隆敏、⼼不全と睡眠時無呼吸〜ベルイシグアトの可能性も含めて〜、イグザレルト＆ベリキューボWEBカンファレンス、Web（東京）、2023/6/22

特別講演・
招待講演 177 ⼟肥　智貴　「不安定プラークガイド治療の重要性を考える~冠動脈イメージング評価と脂質低下療法の意義~　 Lipid Management Seminar 〜冠動脈イメージングと脂質管理〜　ハイブリッド，

2023/6/23

特別講演・
招待講演 178 Minamino T.　 医師のキャリアパス　若⼿医師のための循環器内科セミナー2023　2023年6⽉24⽇ Web

特別講演・
招待講演 179 新居⽥登三治. 責任病変の判断に苦慮したACSの⼀例~2核種同時⼼筋シンチの有⽤性-. 第13回CVIC-J（⼼⾎管インターベンションカンファランスジャパン）, 東京, 2023/6/24.

特別講演・
招待講演 180 岩⽥　洋　糖尿病性腎症のリスクにどう向き合うか︓循環器内科の⽴場から　糖尿病性腎臓病のトータルマネジメント〜発売1周年記念講演会〜　Web，2023/6/26

特別講演・
招待講演 181 ⼟井　信⼀郎　SAPIEN3 Ultra RESILIAへの進化　SAPIEN 3 Ultra RESILIA User Meeting　ハイブリッド，2023/6/26



特別講演・
招待講演 182 葛⻄隆敏、⼼不全患者の⼼拍数診ていますか︖〜イバブラジンの位置づけを再考する〜、〜知っておきたい〜慢性⼼不全患者の⼼拍数モニタリング、Web（東京）、2023/6/27

特別講演・
招待講演 183 須⽥将吉  南野徹.  細胞⽼化におけるリソソームストレスと⽼化細胞除去治療　第75 回⽇本細胞⽣物学会⼤会 2023 年6 ⽉28 ⽇

特別講演・
招待講演 184 末永祐哉.予後改善を⽬指した ⼼不全治療におけるカリウム管理. Hyperkalaemia Management Seminar.2023/06/30. 東京ウェブ講演会

特別講演・
招待講演 185 葛⻄隆敏、睡眠呼吸障害と循環器疾患〜最近の話題〜、富⼭県循環器睡眠呼吸障害(SDB)セミナー、Web（東京）、2023/6/30

特別講演・
招待講演 186 加藤隆⽣, 循環器Next Stepセミナー, 持⽥製薬, 2023年6⽉30⽇

特別講演・
招待講演 187 加藤隆⽣, Amicus Fabry Disease Seminar in Tokyo, Amicus, 2023年7⽉1⽇

特別講演・
招待講演 188 上⽊　裕介  副甲状腺ホルモン(PTH)と肺⾼⾎圧症の関連性, 第23回 関東⼼・⾎管フォーラム, 2023/07/01

特別講演・
招待講演 189 ⼟井　信⼀郎　超⾼齢化社会におけるAS治療戦略　Heart Valve Conferen　Web，2023/7/3

特別講演・
招待講演 190 葛⻄隆敏、循環器疾患の不眠・睡眠障害とそれらのマネジメント〜オレキシン受容体拮抗薬の使いどころ〜、Web（東京）、地域で考える不眠症診療セミナー、2023/7/3

特別講演・
招待講演 191 加藤隆⽣, ファブリー病カンファレンス〜⼥性のライフイベントについて考える〜, サノフィ, 2023年7⽉3⽇

特別講演・
招待講演 192 葛⻄隆敏、⽇常診療で診る息切れ〜⼼不全とCOPD〜、Respiratory symposium、Web（東京）、2023/7/4

特別講演・
招待講演 193 岩⽥　洋　糖尿病性腎症のリスクにどう向き合うか︓循環器内科の⽴場から　ケレンディアWebカンファレンス_⼼保護と腎保護のために出来ることを考える_⽴川　Web，2023/7/4

特別講演・
招待講演 194 葛⻄隆敏、睡眠時無呼吸と⾼尿酸⾎症、⾼尿酸⾎症Webセミナー〜循環器内科と腎臓内科の対話から学ぶ〜、Web（東京）、2023/7/5

特別講演・
招待講演 195 葛⻄隆敏、⼼房細動患者のリスク管理〜睡眠時無呼吸と⾼⾎圧〜、東⼤和市医師会学術講演会、Web（東京）、2023/7/7

特別講演・
招待講演 196 岩⽥　洋　予後改善を⽬指す糖尿病治療の新戦略〜循環器内科医の視点から考察する〜　循環器関連疾患Up-To-Dateセミナー　Web，2023/7/7

特別講演・
招待講演 197 Minamino T.　炎症誘発細胞除去による100歳を⽬指した健康寿命延伸医療の実現　ムーンショット型研究開発事業令和5年度班会議　2023年7⽉7⽇　東京

特別講演・
招待講演 198 勝海悟郎. ⾎管⽼化を細胞レベルで理解し,新たな治療法の開発につなげる. 第55回⽇本動脈硬化学会総会・学術集会, 宇都宮, 2023年7⽉8⽇-9⽇

特別講演・
招待講演 199 Minamino T. Seno-therapeuticsの新展開　第55回⽇本動脈硬化学会総会・学術集会 シンポジウム16　2023年7⽉9⽇　宇都宮



特別講演・
招待講演 200 Minamino T.　炎症誘発細胞除去による100歳を⽬指した健康寿命延伸医療の実現　ムーンショット型研究開発事業　令和5年度サイトビジット　2023年7⽉10⽇　東京

特別講演・
招待講演 201 岩⽥　洋　スタチンとSPPARMα、包括的脂質コントロールで予後改善を⽬指す－炎症抑制作⽤への期待－　第5回おきなわ⽣活習慣病と循環器病フォーラム　沖縄，2023/7/13

特別講演・
招待講演 202 葛⻄隆敏、睡眠時無呼吸を合併する2型糖尿病患者の治療について、Kowa Web Conference、Web（東京）、2023/7/13

特別講演・
招待講演 203 Yuya Matsue. Advisory Board on HF Gap Report.  27th Asian Pacific Society of Cardiology (APSC) 2023/7/13-15 Singapore

特別講演・
招待講演 204 岩⽥　洋　予後改善を⽬指す糖尿病治療の新戦略〜循環器内科医の視点から考察する〜　⾹川県内科医会循環器会　特別講演会　Web，2023/7/18

特別講演・
招待講演 205 葛⻄隆敏、2023年改訂版 循環器領域における睡眠呼吸障害の診断・治療に関するガイドライン」の徹底解説〜さまざまな循環器疾患に合併するSDBの早期診断・治療のために〜、第18回神奈川

睡眠呼吸障害研究会、横浜、2023/7/19

特別講演・
招待講演 206 末永祐哉. 急性⼼不全の新たなうっ⾎治療戦略. サムタス1周年記念全国講演会. 2023/07/19. ウェブ講演

特別講演・
招待講演 207 葛⻄隆敏、睡眠呼吸障害と循環器疾患〜最近の話題〜、第19回岡⼭臨床睡眠研究会、Web（東京）、2023/7/20

特別講演・
招待講演 208 葛⻄隆敏、「2023年改訂版 循環器領域における睡眠呼吸障害の診断・治療に関するガイドライン」を紐解く〜さまざまな循環器疾患に合併するSDBの早期診断・治療のために〜、第16回東京循環

器睡眠呼吸障害研究会－循環器疾患における睡眠呼吸障害－、Web（東京）、2023/7/22

特別講演・
招待講演 209 岩⽥　洋　冠動脈疾患を合併した⼼房細動症例に対する抗⾎栓療法Update　「RAD」第36回　北陸PTCA研究会　⾦沢，2023/7/22

特別講演・
招待講演 210 岡﨑　真也　⼼房細動の治療戦略︕〜循環器内科医の考える左⼼⽿閉鎖の適応（Watchmanの使⽤経験から）〜　Brain Heart Conference　web，2023/7/24

特別講演・
招待講演 211 葛⻄隆敏、循環器疾患の不眠・睡眠障害とそれらのマネジメント〜オレキシン受容体拮抗薬の使いどころ〜、Insomnia Treatment Seminar for Acute & Chronic phase、Web（東京）、

2023/7/24

特別講演・
招待講演 212 葛⻄隆敏、慢性⼼不全患者の⾄適⼼拍数とは︖〜イバブラジンの位置づけを再考する〜、⼼不全Heart Rateセミナー〜どうする⼼拍数〜、Web（東京）、2023/7/25

特別講演・
招待講演 213 福⽥健太郎. 透析患者の⾜を切る前にやるべきだったこと　45分で⾜病の知識を最新アップデートする. 第8回練⾺区腎臓・循環器病カンファレンス, 東京, 2023/7/25.

特別講演・
招待講演 214 末永祐哉.⼼不全医が考えるSGLT2阻害薬のこれまでとこれから. Japan Cardiology Expert Tour in Tokyo - Including K Management -. 2023/7/25. ウェブ講演

特別講演・
招待講演 215 末永祐哉.⼼不全における直接的、間接的新規薬物治療〜SGLT2阻害薬への期待とカリウムの重要性〜. Heart Failure Expert Seminar. 2023/7/26. 富⼭ウェブ講演

特別講演・
招待講演 216 藤本進⼀郎︓冠動脈CTでプラ―クを診る. 第11回⽇本CT技術学会, 特別講演、札幌, 2023.7

特別講演・
招待講演 217 Minamino T. ⽼化の制御は可能か︖　JST創発　⽼化の多⾯的理解に向けた融合の場　2023年7⽉28⽇　⼀橋講堂



特別講演・
招待講演 218 Minamino T.　 ⽼化から⼼不全や糖尿病の治療⽅策を考える　DUAL Seminar in Tokai　2023年7⽉28⽇　Web

特別講演・
招待講演 219 Hsiao Chieh-Lun. Vaccination for senescence-associated glycoprotein ameliorates Alzheimerʼs pathology and cognitive behavior in mice. 5th Asian 

Cardiovascular Symposium, A pre-meeting symposium of BCVS-2023, Boston, USA, 2023.7.30

特別講演・
招待講演 220 末永祐哉.⼼不全薬物治療の⾄適タイミング. ARNI National Expert Meeting.2023/07/30. グランドニッコー東京台場

特別講演・
招待講演 221 葛⻄隆敏、SAS患者の病態、診断、治療について、2023年度ソムノデントMASクリニカルセミナー、東京、2023/7/30

特別講演・
招待講演 222 加藤隆⽣, 2023.7.31 ARNI festival 夏の陣, ノバルティスファーマ, 2023年7⽉31⽇

特別講演・
招待講演 223 横⼭美帆. 遠隔⼼リハ運動指導　患者指導から運動指導までの実際について　第29回⽇本⼼臓リハビリテーション学会学術集会 JHC-JARET-JACR共催シンポジウム　後期回復期遠隔⼼リハの現状

と今後の展望　横浜 2023年7⽉

特別講演・
招待講演 224

横⼭美帆、 島⽥和典、代⽥浩之、井澤英夫、⼤屋祐輔、三浦伸⼀郎、⽜島明⼦、 ⽊⽥圭亮、坂⽥泰彦、⻑⼭雅俊 、古川裕、三浦正暢、伊東秀崇、⼤堀克彦、⾨上俊明、網⾕英介、伊東春
樹、後藤葉⼀、牧⽥茂．⼼臓リハビリテーション学会レジストリー（The Japanese Association of Cardiac Rehabilitation Registry: J-CARRY study）の現状と今後の展望 第29回⽇本⼼
臓リハビリテーション学会学術集会　会⻑企画シンポジウム１「⼼リハのデビデンスup to date これからの⼼リハはどうあるべきか︖」 横浜　2023年7⽉

特別講演・
招待講演 225

横⼭美帆、島⽥和典、代⽥浩之、井澤英夫、⼤屋祐輔、三浦伸⼀郎、⽜島明⼦、 ⽊⽥圭亮、坂⽥泰彦、⻑⼭雅俊 、古川裕、三浦正暢、伊東秀崇、⼤堀克彦、⾨上俊明、網⾕英介、伊東春樹、
後藤葉⼀、牧⽥茂．⼼臓リハビリテーション学会レジストリー（The Japanese Association of Cardiac Rehabilitation Registry: J-CARRY study）の現状と今後の展望 第29回⽇本⼼臓リ
ハビリテーション学会学術集会　レジストリー・施設認定制度委員会と学術委員会共同企画「⼼臓リハビリテーション学会が取り組みレジストリー研究」 横浜　2023年7⽉

特別講演・
招待講演 226 森沢知之、菊地佑太、作⼭晃裕、⿑藤正和、⾼橋哲也、粕⾕宏樹、横⼭美帆、藤原俊之、代⽥浩之.⾼齢⼼臓外科患者の呼吸サルコペニアと吸気筋トレーニング第29回⽇本⼼臓リハビリテーション学

会学術集会 シンポジウム3︓呼吸療法と⼼臓リハビリテーション　　横浜　2023年7⽉

特別講演・
招待講演 227 ⾼橋哲也 ⿑藤正和 森沢知之 代⽥浩之 横⼭美帆 鍵⼭暢之 葛⻄隆敏 遠隔⼼臓リハビリテーションの現状と可能性について　第29回⽇本⼼臓リハビリテーション学会学術集会　シンポジウム6︓

Society 5.0を⾒据えた循環器診療と⼼臓リハビリテーションの挑戦　横浜　2023年7⽉

特別講演・
招待講演 228 Minamino T.　⽼化から⾒た⽣活習慣病の治療⽅策　動脈硬化と臓器連関「⼼臓と腎臓」　2023年8⽉3⽇　オリエンタルホテル東京ベイ

特別講演・
招待講演 229 Minamino T.　 ⽼化の観点から⼼不全治療を考える　バイエル社外講師勉強会　2023年8⽉3⽇　東京

特別講演・
招待講演 230 葛⻄隆敏、循環器領域における睡眠呼吸障害の診断・治療に関するガイドライン〜動脈硬化・冠動脈疾患における改訂のポイント〜、第31回⽇本⼼⾎管インターベンション治療学会学術集会 ランチョ

ンセミナー8、福岡、2023/8/4

特別講演・
招待講演 231 ⼟井　信⼀郎　ESRD患者のTAVIの患者選択や安全性に関する講演会　WEB講演会　Evolut™ ESRD Seminar　Web，2023/8/16

特別講演・
招待講演 232 Fujimoto S: Current status of coronary CT angiography in Japan. 第31回⽇本⼼⾎管インターベンション治療学会、福岡、2023.8

特別講演・
招待講演 233 Fujimoto S, Tomizawa N: Detection of viable myocardium and prediction of cardiac function improvement after revascularization by cardiac CT. 第31回⽇本⼼⾎

管インターベンション治療学会、福岡、2023.8

特別講演・
招待講演 234 葛⻄隆敏、循環器疾患の不眠・睡眠障害とそれらのマネジメント〜オレキシン受容体拮抗薬の使いどころ〜、⼭⼝市医師会学術講演会、Web（東京）、2023/8/9



特別講演・
招待講演 235 葛⻄隆敏、⽇常診療で診る息切れ〜⼼不全とCOPD〜、Change COPD online Symposium、Web（東京）、2023/8/21

特別講演・
招待講演 236 井上健司, ⽵内充裕, 福⽥健太郎, 新居⽥登三治, ⽥村浩, 磯⽥菊⽣, 南野徹.　セッションテーマ︓ERで急性冠症候群を診断する,　演題名︓⼼筋トロポニンによる急性冠症候群診断.　第31回

⽇本⼼⾎管インターベンション治療学会学術集会, 福岡, 2023/8

特別講演・
招待講演 237 葛⻄隆敏、糖尿病を有する⼼不全患者の管理、第5回Metabolic Cardiac Liaison Conference、東京、2023/9/1

特別講演・
招待講演 238 葛⻄隆敏、併存症・合併症からみた睡眠時無呼吸、睡眠時無呼吸症候群セミナー in SAITAMA、Web（東京）、2023/9/6

特別講演・
招待講演 239 葛⻄隆敏、睡眠時無呼吸症候群と⼼⾎管疾患のリスクについて、閉塞性睡眠時無呼吸症候群の治療選択肢 ⾆下神経電気刺激療法について〜CPAPが使⽤できない患者さんへの代替治療〜、東

京、2023/9/7

特別講演・
招待講演 240 葛⻄隆敏、循環器疾患患者の睡眠と睡眠障害〜オレキシン受容体拮抗薬の可能性〜、不眠症診療Webセミナー in 多摩、Web（東京）、2023/9/7

特別講演・
招待講演 241 岡﨑　真也　超⾼齢社会における⼼房細動治療の新たな選択肢 〜その患者さん、抗凝固薬︖ 左⼼⽿閉鎖︖〜　第6回 循環器疾患連携セミナー　ハイブリッド　東京，2023/9/7

特別講演・
招待講演 242 Minamino T.　がん治療における腫瘍循環器診療の意義　〜循環器内科医の⽴場から〜　⽇本腫瘍循環器学会メディアセミナー　2023年9⽉7⽇　Web

特別講演・
招待講演 243 Minamino T.　開会の辞　循環器疾患連携Webセミナー　2023年9⽉7⽇　お茶の⽔

特別講演・
招待講演 244 末永祐哉．J-NECST,エキスパートに聞く︕〇〇のコツ．製薬企業と協働して⾏う臨床研究．第71回⽇本⼼臓病学会学術集会2023/9 /8-10 東京

特別講演・
招待講演 245 末永祐哉．⼼不全専⾨医が考えるSGLT2阻害薬のこれまでとこれから．第71回⽇本⼼臓病学会学術集会2023/9 /8-10 東京

特別講演・
招待講演 246 末永祐哉.⼼不全専⾨医が考えるSGLT2阻害薬のこれまでとこれから. 第71回⽇本⼼臓病学会学術集会 LS. 2023/9/9. 京王プラザホテル

特別講演・
招待講演 247 葛⻄隆敏、Patient Journey－⼼不全再⽣治療の連携－新しい治療を患者さんに届けるために、第71回⽇本⼼臓病学会学術集会 コーヒーブレイクセミナー4、東京、2023/9/9

特別講演・
招待講演 248 ⼟肥　智貴　循環器病予防療養指導⼠︓狭⼼症、⼼筋梗塞　第71回⽇本⼼臓病学会学術集会　東京，2023/9/10

特別講演・
招待講演 249 Minamino T.　⽼化は制御可能か︖　Next Strategy Seminar　〜今後の循環器医療を考える会〜　2023年9⽉11⽇　あべのハルカス　⼤阪

特別講演・
招待講演 250 岩⽥　洋　予後改善を⽬指す糖尿病治療の新戦略〜循環器内科医の視点から考察する〜　第399回練⾺区医師会学術部内科医会臨床研究会　Web，2023/9/12

特別講演・
招待講演 251 葛⻄隆敏、SASと逆流性⾷道炎治療、Expert Pulmonologist Seminar、Web（東京）、2023/9/12

特別講演・
招待講演 252 ⽥淵晴名.　実臨床におけるARNIの有⽤性   不整脈×ARNI seminar , 東京Web開催, 2023/9/12.



特別講演・
招待講演 253 岩⽥　洋　予後改善を⽬指す糖尿病治療の新戦略　〜循環器内科医の視点から考察する〜　GLP-1Web講演会 開催のお知らせ　Web，2023/9/14

特別講演・
招待講演 254 葛⻄隆敏、⼼電図データから読み解く睡眠 夜間の⼼電図から睡眠を評価できるか︖、⽇本睡眠学会第45回定期学術集会 ランチョンセミナー8、横浜、2023/9/15

特別講演・
招待講演 255 《座⻑》葛⻄隆敏、⾼齢者総合診療から考える慢性気管⽀炎への戦略的アプローチ、⽊漏れ陽2032を考える会 in Tokyo、Web（東京）、2023/9/15

特別講演・
招待講演 256 Yuya Matsue HCM: current treatment strategy and future perspectives．Heart Failure Seoul 2023. 2023/9/21-23. Seoul, Korea

特別講演・
招待講演 257 Yuya Matsue Sarcoidosis: Focus on antiInflammatory management. Heart Failure Seoul 2023. 2023/9/21-23. Seoul, Korea.

特別講演・
招待講演 258 葛⻄隆敏、循環器疾患患者の睡眠と睡眠障害〜オレキシン受容体拮抗薬の可能性〜、宇都宮市医師会学術講演会、宇都宮、2023/9/21

特別講演・
招待講演 259 末永祐哉.予後改善を意識した最適なK管理とは︖各専⾨の視点からみるカリウム管理の現状と課題. LOKELMA National Symposium. 2023/9/23.ホテル椿⼭荘東京

特別講演・
招待講演 260 葛⻄隆敏、⼝腔内装置(Oral Appliance: OA)、2023年度ソムノデントMASクリニカルセミナー、東京、2023/9/24

特別講演・
招待講演 261 葛⻄隆敏、睡眠時無呼吸と糖尿病、糖尿病関連疾患 Expert Web seminar、Web（東京）、2023/9/25

特別講演・
招待講演 262 岩⽥　洋　予後改善を⽬指す糖尿病治療の新戦略︓循環器内科からの視点　⼼⾎管イベントを考慮した薬物治療　web，2023/9/26

特別講演・
招待講演 263 岩⽥洋　予後改善を⽬指す糖尿病治療の新戦略〜循環器内科医の視点から考察する　GLP-1 Web講演会　Web，2023/9/28

特別講演・
招待講演 264 横⼭美帆. 糖尿病患者におけるリアルタイムCGMを活⽤した運動療法の活⽤性. 浦安糖尿病療養指導WEBセミナー　2023.9.28 千葉県浦安　Web開催

特別講演・
招待講演 265 磯⽥菊⽣.　慢性炎症が⼼⾎管疾患に及ぼす作⽤,　東京,　2023/9/28.

特別講演・
招待講演 266 加藤隆⽣, Road to cardiologist, アストラゼネカ, 2023年9⽉28⽇

特別講演・
招待講演 267 Minamino T.　⽼化は制御可能か︖　第 5回ソニーライフサイエンスウェビナー　2023年9⽉29⽇　Web

特別講演・
招待講演 268 末永祐哉．教育講演2．本邦の⼼臓サルコイドーシス診療における未解決問題． 第43回サルコイドーシス／⾁芽腫性疾患学会総会2023/10/6-7 浜松

特別講演・
招待講演 269 末永祐哉．U40から発信したエビデンスの裏側を探る．第27回⽇本⼼不全学会学術集会2023/10/6-8 横浜

特別講演・
招待講演 270 末永祐哉．ランチョンセミナー16，75歳以上のAF＋HF患者をどうするか︖⼼不全医・不整脈医の治療戦略に違いはあるのか．第27回⽇本⼼不全学会学術集会2023/10/6-8 横浜



特別講演・
招待講演 271 磯⽥菊⽣.　循環器疾患医療連携セミナー,　東京,　2023/10/6.

特別講演・
招待講演 272 ⼟井　信⼀郎　SHDビデオライブ3　 TAVIビデオライブ　Navitor　コメテーター　第62回⽇本⼼⾎管インターベンション治療学会 関東甲信越地⽅会　東京，2023/10/13

特別講演・
招待講演 273 葛⻄隆敏、慢性⼼不全患者の⾄適⼼拍数とは︖〜イバブラジンの位置づけを再考する〜、Heart Rateフォーラム in 九州沖縄〜⼼拍数と⼼不全治療〜、Web（東京）、2023/10/13

特別講演・
招待講演 274 葛⻄隆敏、循環器疾患患者の睡眠と睡眠障害〜オレキシン受容体拮抗薬の可能性〜、循環器疾患と不眠症診療を考える会、Web（東京）、2023/10/16

特別講演・
招待講演 275 Minamino T.　 ⽼化の観点から⼼腎連関を考える　ダーブロック錠Webセミナー　2023年10⽉16⽇　Web

特別講演・
招待講演 276 古賀　聖⼠　超⾼齢社会における⼼房細動に対する抗凝固療法のコツ　ハートを守る会　Web，2023/10/19

特別講演・
招待講演 277 葛⻄隆敏、「2023年改訂版循環器領域における睡眠呼吸障害の診断・治療に関するガイドライン」のポイント〜循環器疾患に合併するSDBの早期診断・治療のために〜、SAS WEBセミナー、Web

（東京）、2023/10/20

特別講演・
招待講演 278 横⼭美帆. ⼼不全⾮薬物治療の最新の動向　シンポジウム10︓⼼不全への多⾯的介⼊ 第60回⽇本臨床⽣理学会総会 群⾺　2023/10/22

特別講演・
招待講演 279 横⼭美帆. 循環器疾患における⻑期予後を意識した排便管理の重要性 〜⼼臓リハビリテーションからのアプローチ〜 アミティーザ Monthly セミナー2023/10/24 東京 Web開催.

特別講演・
招待講演 280 葛⻄隆敏、循環器疾患患者の睡眠と睡眠障害〜オレキシン受容体拮抗薬の可能性〜、第132回尼崎⼼疾患を語る会、Web（東京）、2023/10/28

特別講演・
招待講演 281 ⽥淵晴名.　皆さまと皆さまの⼤切な⽅を突然失わないために 〜⼀般市⺠と医療従事者ができること〜 　順天堂⼤学医学部附属練⾺病院・練⾺区共催 公開講座,　東京Web開催＋現地ハイ

ブリッド,　2023/10/28.

特別講演・
招待講演 282 相川 忠夫: 筋ジストロフィー合併⼼筋障害の診断. 第32回⽇本⼩児⼼筋疾患学会・第42回⽇本⼩児循環動態研究会 合同学術集会 シンポジウム「⼆次性⼼筋症の診断と管理」 2023/10/28 

札幌

特別講演・
招待講演 283 Minamino T. ⽼化の制御は可能か︖第76回⽇本⾃律神経学会総会　教育講演4　2023年10⽉29⽇　埼⽟会館

特別講演・
招待講演 284 藤本進⼀郎. ⼼臓CT分野におけるAIの活⽤. 第64回⽇本脈管学会, 横浜, 2023.10

特別講演・
招待講演 285 葛⻄隆敏、慢性⼼不全の⾄適⼼拍数とは︖〜イバブラジンの位置づけを再考する〜、⼼拍管理を再考する〜The Fantastic Four＋α、Web（東京）、2023/10/30

特別講演・
招待講演 286 勝海悟郎, 南野徹. Seno-antigen and senolytic therapy with utilization of immune function., 第96回⽇本⽣化学会⼤会, 福岡, 2023年10⽉31⽇〜11⽉2⽇

特別講演・
招待講演 287 加藤隆⽣, Seminar for Future Cardiologist, 住友ファーマ, 2023年11⽉2⽇

特別講演・
招待講演 288 Minamino T. Targeting senescent cells for the treatment of age-associated disease.  Federation of the Asian and Oceanian Physiological Societies Congress 

2023/11/3 Daegu, KOREA



特別講演・
招待講演 289 葛⻄隆敏、⽣活習慣病における睡眠と睡眠障害〜オレキシン受容体拮抗薬の９年と今後の展望〜、第41回⽇本神経治療学会学術集会 ランチョンセミナー7、東京、2023/11/3

特別講演・
招待講演 290 葛⻄隆敏、SAS治療メカニズム、2023年度ソムノデントMASクリニカルセミナー、東京、2023/11/5

特別講演・
招待講演 291 横⼭美帆. シームレスに取り組む多職種連携 〜⼼臓リハビリテーションの意義を再考する〜 ⼼臓リハビリテーションNext 〜⼼⾎管疾患予防の可能性を考える〜 2023.11.7.東京 Web開催

特別講演・
招待講演 292 葛⻄隆敏、⽇常診療で診る息切れ〜⼼不全とCOPD〜、Change COPD online Symposium、Web（東京）、2023/11/7

特別講演・
招待講演 293 磯⽥菊⽣.  ⼼⾎管イベントのリスクマネージメントを考える, 東京,　2023/11/9.

特別講演・
招待講演 294 葛⻄隆敏、2023年改訂版 循環器領域における睡眠呼吸障害の診断・治療に関するガイドラインを紐解く〜さまざまな循環器疾患に合併するSDBの早期診断・治療のために〜、第24回熊本睡眠呼

吸障害研究会、熊本、2023/11/10

特別講演・
招待講演 295 宮﨑　忠史　第23回 ⼼臓・腎臓・糖尿病を考える会（座⻑）.　2023/11/13

特別講演・
招待講演 296 宮﨑　忠史　「AngioSculpt Evo -その⼀般的特徴と有⽤性-」　3E forum ~AngioSculpt Evo編~.　2023/11/16 Web

特別講演・
招待講演 297 磯⽥菊⽣.　第6回練⾺循環器フォーラム,　練⾺,　2023/11/16.

特別講演・
招待講演 298 末永祐哉.⼼不全薬物治療の⾄適タイミング. 加賀医師会学術講演会. 2023/11/16. ウェブ講演

特別講演・
招待講演 299 横⼭美帆. ⼼臓リハビリテーションの普及と定着に向けて. 2023年度第7回区東北部地域リハビリテーション⽀援センター研修会 2023/11/17 Web開催

特別講演・
招待講演 300 藤本進⼀郎. Post-ISCHEMIA時代における冠動脈CTの役割.  第36回⽇本冠疾患学会, ⾦沢, 2023.11

特別講演・
招待講演 301  Yuya Matsue．Heart Failure - An under-appreciated complication of Diabetes-A Cardiologist Viewpoint．Taking Diabetes to Heart - An APAC Expert Forum．

2023/11/18．Hong Kong．

特別講演・
招待講演 302 葛⻄隆敏、⽇常診療で診る息切れ〜⼼不全とCOPD〜、地域で診る肺の⽣活習慣病セミナー、Web（東京）、2023/11/20

特別講演・
招待講演 303 葛⻄隆敏、⽇常診療で診る息切れ〜⼼不全とCOPD〜、第23回城東呼吸器の会、Web（東京）、2023/11/21

特別講演・
招待講演 304 磯⽥菊⽣.  GLP-1RAが循環器疾患にもたらす影響　―SGLT2阻害薬との違いー, 東京,　2023/11/22.

特別講演・
招待講演 305 井上健司.  急性冠症候群を疑わせる胸痛診療のトリアージ, 東京都医師会主催 令和５年度⽇本医師会⽣涯教育講座, 東京,　2023/11.

特別講演・
招待講演 306 葛⻄隆敏、⾼尿酸⾎症と睡眠時無呼吸、SURIネットフォーラム、Web（東京）、2023/11/24



特別講演・
招待講演 307 末永祐哉.⼼不全薬物治療の⾄適タイミングHeart failure Web Symposium 〜⼼不全増悪させないために今できることは〜. 2023/11/24. ウェブ講演

特別講演・
招待講演 308 《座⻑》葛⻄隆敏、睡眠時無呼吸症候群の現状と新展開、第22回臨床CPAP研究会、Web（東京）、2023/11/25

特別講演・
招待講演 309 吉⽥陽⼦. 細胞⽼化を標的とした肥満、糖尿病の新規治療法の開発. 第44 回⽇本肥満学会・第41回⽇本肥満症治療学会学術集会, JASSOシンポジウム 7, 2023年11⽉25-28⽇, 仙台

特別講演・
招待講演 310 Minamino T.　⽼化は制御可能か︖　第55回健康⽂化研究懇話会　2023年11⽉27⽇　浜離宮朝⽇ホール

特別講演・
招待講演 311 《座⻑》葛⻄隆敏、⼼房細動のトータルマネジメントとは〜2型糖尿病、睡眠呼吸障害を含めたライフスタイルモディフィケーションの重要性〜、2型糖尿病患者における腎症と不整脈の関係を考える、ハイブ

リット開催（東京）、2023/11/27

特別講演・
招待講演 312 《モデレーター》葛⻄隆敏、2型糖尿病患者の腎⼼連関における不整脈予防を⾒据えたSGLT2阻害薬の意義、、2型糖尿病患者における腎症と不整脈の関係を考える、ハイブリット開催（東京）、

2023/11/27

特別講演・
招待講演 313 葛⻄隆敏、循環器領域における睡眠と睡眠障害〜オレキシン受容体拮抗薬の使い分けを含めた今後の展望〜、循環器疾患合併症セミナー、Web（東京）、2023/11/28

特別講演・
招待講演 314 上⽊　裕介  東⽇本PAH Next Forum〜TSUNAGARI〜 2023/12/2

特別講演・
招待講演 315 加藤隆⽣, 東⽇本PAH NEXT FORUM, ヤンセン, 2023年12⽉2⽇

特別講演・
招待講演 316 Minamino T. ⽼化の制御は可能か︖　⽇本内科学会学術集会　第51回 内科学の展望　2023年12⽉3⽇　那覇⽂化芸術劇場なはーと（那覇市）

特別講演・
招待講演 317 葛⻄隆敏、糖尿病を有する⼼不全患者の管理、循環器Update Seminar、Web（東京）、2023/12/5

特別講演・
招待講演 318 末永祐哉. 時間軸を意識したトルバプタン点滴静注のポジショニング. 関⻄⽔の会. 2023/12/6. ウェブ講演

特別講演・
招待講演 319 末永祐哉.⼼不全薬物治療の⾄適タイミング. Heart and Brain ARNI Web Symposium. 2023/12/8. ウェブ講演

特別講演・
招待講演 320 加藤隆⽣, Sumitomo Pharma WEB Seminar, 住友ファーマ, 2023年12⽉8⽇

特別講演・
招待講演 321 Yuya Matsue. Managing worsening heart failure: recent updates and case sharing.　2023/12/11-12．Hong Kong

特別講演・
招待講演 322 Yuya Matsue Tackling worsening heart failure: from clinical research and day-to-day practice. Bayer-standalone Medical events．2023/12/11-12．Hong Kong

特別講演・
招待講演 323 Yuya Matsue Management of worsening heart failure: recent international updates and practical case sharing. Bayer-standalone Medical events．2023/12/11-

12．Hong Kong

特別講演・
招待講演 324 Minamino T.　⽼化の観点から循環器疾患を考える　CRM Web Conference〜科学的根拠に基づくSGLT2阻害薬の探求〜　2023年12⽉14⽇　アスコット丸の内東京



特別講演・
招待講演 325 吉⽥陽⼦, 南野徹. ⽼化シグナルを介した⼼⾎管代謝疾患の発症メカニズムの解明. 第46回⽇本分⼦⽣物学会年会, シンポジウム 3【⼼⾎管⽣物学の新潮流】, 2023年12⽉6-8⽇, 神⼾

特別講演・
招待講演 326 Goro Katsuumi, Masayoshi Suda, Yurie Kashino, Takaaki  Furihata, Chieh-Lun Hsiao, Tohru Minamino. ⼀細胞解析に基づく⽼化細胞の多様性の理解と治療開発. 第97回⽇

本薬理学会年会, 神⼾, 2023年12⽉14⽇-16⽇

特別講演・
招待講演 327 吉⽥陽⼦. 褐⾊脂肪由来代謝産物を標的とした新たな⼼不全治療の開発. 脳⼼⾎管抗加齢研究会第19回学術⼤会, シンポジウム【多臓器・多細胞連関の視点から明らかとなる加齢関連疾患の治

療標的】, 2023年12⽉15-16⽇, 東京.

特別講演・
招待講演 328 《座⻑》葛⻄隆敏、あなたの⾼⾎圧管理は⼼不全を増やしてませんか︖、第13回Heart Failure conference〜仁〜、Web（東京）、2023/12/18

特別講演・
招待講演 329 加藤隆⽣, 第13回Heart Failure Conference ~仁~, ⼤塚製薬, 2023年12⽉18⽇

特別講演・
招待講演 330 ⽥淵晴名.　CRTD全システム抜去後左室リード再留置できなかった症例　Advanced Cardiac Device Management〜CRT 症例検討座談会〜, 東京Web開催,  2023/12/19.

特別講演・
招待講演 331 ⽥淵晴名.　ご紹介いただいた症例から学んだこと（不整脈関連）　　第93回練⾺循環器セミナー,　東京Web開催, 2023/12/20.

特別講演・
招待講演 332 ⽥中⾥佳, ⼤学病院で Challenge ⾜病医療︕, 第3回⽇本フットケア・⾜病医学会　年次学術集会, 奈良, 2023年2⽉11⽇-12⽇

特別講演・
招待講演 333 ⽥中⾥佳, ⾜病をバズらせる︕私でもできることを考えよう︕, 第3回⽇本フットケア・⾜病医学会　年次学術集会, 奈良, 2023年2⽉11⽇〜12⽇

特別講演・
招待講演 334 ⽥中⾥佳, 次世代の⾎管と組織再⽣治療の開発, 第31回⽇本医学会総会, 東京, 2023年4⽉21⽇-23⽇

特別講演・
招待講演 335 ⽔野博司, 美容医療に必要な再⽣医療の知識, 第５回⽇本メソセラピー研究会, 神奈川, 2023年9⽉15⽇

特別講演・
招待講演 336 ⽔野博司, 抗加齢美容医療における再⽣医療の課題, 第17回⾒た⽬のアンチエイジング研究会, 東京, 2023年9⽉24⽇

特別講演・
招待講演 337 ⽔野博司, 私の形成外科医としての創傷治癒学との関わり－マイクロサージャリー、留学、再⽣治療、そして「原点回帰」－, 第53回⽇本創傷治癒学会, 軽井沢, 2023年11⽉21⽇-22⽇

特別講演・
招待講演 338 ⽔野博司、北郷明成, 若者よ、海外へ⽻ばたけ︕, 第53回⽇本創傷治癒学会, 軽井沢, 2023年11⽉21⽇-22⽇

特別講演・
招待講演 339 ⽥中⾥佳, Wound Healing Foundationの取り組み〜Chronic Wound Consensus Documentの紹介〜, 第53回⽇本創傷治癒学会, 軽井沢, 2023年11⽉21⽇-22⽇

特別講演・
招待講演 340 ⽥中⾥佳,「Challenge︕花ひらく⾜病医療の未来へ」, 第４回⽇本フットケア・⾜病医学会年次学術集会, 沖縄, 2023年12⽉22⽇-23⽇

特別講演・
招待講演 341 ⽥中⾥佳, 難治性潰瘍の診断・アセスメント⽅法と治療, 第3回⽇本フットケア・⾜病医学会　年次学術集会, 奈良, 2023年2⽉11⽇〜12⽇

特別講演・
招待講演 342 三井⽥孝. 動脈硬化︓臨床検査update. 動き出したLipoprotein（a）の世界的な標準化とSI 単位移⾏への動向.　第55回⽇本動脈硬化学会総会・学術集会, 宇都宮, 2023年 7⽉9⽇



特別講演・
招待講演 343 三井⽥孝. Lp(a)の最新研究　Lp(a)の国際標準化へのロードマップ. 第63回　⽇本臨床化学会年次学術集会, 東京, 2023年10⽉27⽇

特別講演・
招待講演 344 三井⽥孝. ⾎清リポ蛋⽩(a)検査の標準化と今後の展望. ⽇本医療検査科学会　第55回⼤会, 横浜, 2023年10年6⽇

特別講演・
招待講演 345 藍智彦. ⼼疾患と遺伝⼦検査（QT延⻑症候群など). ⽇本臨床検査専⾨医会 第 2 回年次⼤会, 東京, 2023年6年23⽇

特別講演・
招待講演 346

⾕⽥以誠、細胞・組織の広範囲領域を相関解析する⾼精度CLEM、第39回⽇本毒性病理学会総会及び学術集会 シンポジウム『病理所⾒解釈に向けた新たなアプローチ』、東
京、2023年1⽉17⽇

特別講演・
招待講演 347 ⼤野 茂男　超早期がんの包括的理解による難治性がんの克服　

ムーンショット⽬標2　公開シンポジウム治すから防ぐ医療へー未病をいかにとらえるか　2023年3⽉25⽇

特別講演・
招待講演 348 佐々⽊和教 aPKC-PAR複合体と低分⼦量Gタンパク質Rap1 シグナリングによる上⽪細胞極性の制御構構 

⽇本薬学会第143年会 ⼀般シンポジウム「細胞のかたちと機能、その運命と異常」 2023年3⽉28⽇

特別講演・
招待講演 349 上野 明希⼦、澤⽥ 綾、井上 祐介、前嶋 千瀬都、⽯橋 拓也、秋本 和憲、⼤野 茂男、⼩池 千恵⼦

中枢神経系網膜の細胞極性と細胞運命決定 ⽇本薬学会第143年会 ⼀般シンポジウム「細胞のかたちと機能、その運命と異常」 2023年3⽉28⽇

特別講演・
招待講演 350 佐々⽊和教 細胞極性複合体と低分⼦量Gタンパク質Rap1シグナリングによる上⽪細胞極性の制御機構 

第4回分⼦医科学研究セミナー (東京理科⼤学 ⼤学院薬学研究科） 2023年6⽉17⽇

区分 番号 発明者名, 発明の名称, 出願番号 国際共同

知的財産権の出願・
取得等 1

出願番号︓特願2023-115958　発明の名称︓COVID-19の重症化を予測する⾎中バイオマーカー　発明者︓服部浩⼀、服部・ハイジッヒ・ベアテ、ヤツェンコ　テチアナ
整理番号︓P-02612023出願⼈︓学校法⼈順天堂　順天堂⼤学　出願⽇︓2023/7/14
出願国︓⽇本

知的財産権の出願・
取得等 2 藍智彦, 三井⽥孝、 ⾚松和⼟、堀敦司.  アルツハイマー病予防治療薬. 特願2023-000610


